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無
記
名
投
票
に
よ
る
採
決
の
結
果
、「
定
数
16

人
」
と
す
る
修
正
案
は
、
可
と
す
る
賛
成
票
７
、

否
と
す
る
反
対
票
８
及
び
賛
否
不
明
票
１
で
否
決

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、「
定
数
14
人
」
と
す
る

原
案
は
、
可
と
す
る
賛
成
票
９
、
否
と
す
る
反
対

票
６
及
び
賛
否
不
明
票
１
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
条
例
は
次
の
一
般
選
挙
か
ら
適
用
さ
れ
、

多
古
町
の
議
員
定
数
は
「
14
人
」
と
な
り
ま
す
。

６
月
定
例
会

議
員
定
数
を
14
人
に
改
正

  【
提
案
理
由
】

　

４
回
に
わ
た
る
特
別
委
員
会
の
な
か
で
全
議
員

の
意
見
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
17
人
」
が
よ
い
と
い

う
人
が
２
人
、「
16
人
」
が
よ
い
人
が
５
人
、「
14

人
」
が
よ
い
人
が
10
人
で
し
た
。
し
た
が
っ
て
多

数
の
賛
同
が
あ
っ
た
議
員
定
数
を
４
人
削
減
し
て

「
14
人
」
と
す
る
発
議
案
を
提
出
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

  【
質
疑
よ
り
…
】

●�

議
員
の
数
が
多
い
と
い
う
町
民
の
声
が
あ
り
、
多

古
町
の
有
権
者
数
か
ら
み
て
も
14
人
で
よ
い
の
で

は
な
い
か
と
い
う
意
見
が
多
い
。

●�

も
っ
と
区
長
の
意
見
を
町
に
取
り
入
れ
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
町
民
の
声
は
町
に
伝
わ
り
ま
す
。

●�

民
意
を
反
映
す
る
た
め
に
は
、
町
全
体
の
代
表
と

し
て
議
員
自
ら
町
民
の
な
か
に
入
り
、
意
見
を
聞

く
な
ど
努
力
す
れ
ば
14
人
で
も
充
分
で
き
ま
す
。

  【
提
案
理
由
】

　

市
町
村
議
会
の
議
員
定
数
は
地
方
自
治
法
の
規
定

に
よ
り
、
人
口
数
の
段
階
に
応
じ
て
一
定
の
範
囲
内

で
決
め
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
多
古
町
の

人
口
規
模
で
は
22
名
以
内
だ
が
現
行
条
例
で
は
18
名

で
あ
る
。
原
案
の
14
名
案
は
自
治
法
で
示
さ
れ
る

５
千
人
未
満
の
町
村
に
対
応
す
る
人
数
で
あ
り
、
あ

ま
り
に
も
少
な
す
ぎ
る
。

　

議
会
は
住
民
を
代
表
し
つ
つ
、
討
論
の
経
過
を
経

て
少
数
の
意
見
を
も
考
慮
し
つ
つ
、
多
元
的
な
意
志

を
統
合
し
、
町
村
の
意
志
を
決
定
す
る
た
め
に
ふ
さ

わ
し
い
規
模
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
多
古
町
の
人
口
規
模
・
財
政
規
模
か
ら
生

じ
る
事
務
量
は
膨
大
で
あ
り
課
長
級
職
員
に
町
長
・

副
町
長
を
加
え
れ
ば
20
名
が
議
会
に
出
席
す
る
。
議

会
と
し
て
町
政
へ
の
提
言
・
監
視
な
ど
を
行
う
た
め

に
14
名
で
は
対
応
し
き
れ
な
い
。

　

地
方
分
権（
主
権
）が
叫
ば
れ
て
い
る
中
で
議
会
の

責
務
は
ま
す
ま
す
増
大
し
て
い
る
。
専
門
的
識
見
も

備
え
た
議
員
を
擁
す
る
た
め
に
は
14
名
で
は
少
な
す

ぎ
る
の
で
「
16
名
」
と
い
う
修
正
案
を
提
出
し
ま
す
。

※
賛
否
が
明
ら
か
で
な
い
投
票
は
会
議
規
則
に
よ
り
否
と
み
な
さ
れ
ま
す
。

来
年
４
月
の
一
般
選
挙
か
ら

　

６
月
定
例
会
は
、
６
月
９
日
か
ら
17
日
ま
で
９
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
か
ら
は
、報
告
が
２
件
、契
約
の
締
結
が
２
件
、協
議
事
項
１
件
、補
正
予
算
１
件
に
つ
い
て
、

議
案
が
提
出
さ
れ
審
議
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。（
審
議
結
果
は
９
ペ
ー

ジ
へ
掲
載
）

　

ま
た
、
議
員
発
議
で
、
議
員
定
数
の
一
部
改
正
条
例
案
が
提
出
さ
れ
、
こ
れ
に
対
す
る
修
正
案

も
出
さ
れ
ま
し
た
。
採
決
の
結
果
、「
定
数
14
人
」
と
す
る
原
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
に
は
５
議
員
が
登
壇
し
ま
し
た
。
そ
の
他
、
請
願
が
３
件
提
出
さ
れ
、
採
択
さ
れ
た

た
め
、
関
係
機
関
へ
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

定
例
会
最
終
日
に
、
議
員
定
数
を
４
名
削
減
し

「
14
人
」
に
改
め
る
と
い
う
発
議
案
が
、
柳
下
清

議
員
他
８
名
よ
り
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
発
議
案
の
説
明
・
質
疑
の
後
、
広
瀬
弘
二

議
員
他
１
名
よ
り
、修
正
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

原
案
の
「
14
人
」
を
「
16
人
」
に
修
正
を
求
め
る

も
の
で
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
修
正
案
の
説
明
・
質
疑
の
後
、

討
論
は
原
案
と
修
正
案
を
併
せ
て
行
い
ま
し
た
。

　
議
員
定
数
削
減
の
意
見
を
よ
く
聞
く
、
住
民

の
議
会
へ
の
不
信
感
が
議
員
削
減
の
声
を
後
押

し
し
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
住
民
の
声
は
議
会

存
立
の
基
盤
で
す
の
で
、
そ
れ
に
応
え
る
責
任

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
町
の
財
政
健
全
化
の
努

力
に
、
議
会
も
最
大
限
の
協
力
を
し
て
い
く
。

大
衆
に
迎
合
し
な
い
、
大
事
な
姿
勢
で
は
あ
る

が
、
こ
の
件
に
関
し
て
は
そ
れ
に
あ
た
ら
な
い

と
考
え
ま
す
。

反対
土井秀敏議員

　
安
易
な
定
数
削
減
は
、
多
様
な
民
意
の
反

映
、
少
数
意
見
の
尊
重
と
い
う
点
で
後
退
で

す
。
住
民
の
代
弁
者
で
あ
る
議
員
は
様
々
な

立
場
の
人
（
町
で
生
ま
れ
育
っ
た
方
、
新
し

く
移
り
住
ん
で
来
た
方
、
年
齢
、
性
別
、
職

業
）
が
存
在
で
き
、
議
会
が
そ
の
役
割
を

発
揮
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
、
住
民

に
対
す
る
議
会
の
あ
り
方
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。

賛成
石渡悦子議員

　
地
域
の
農
家
や
兼
業
農
家
の
声
を
き
き

ま
す
と
、
高
齢
化
や
耕
作
放
棄
の
現
状
が

あ
り
ま
す
。
一
方
、
地
域
の
道
路
事
情
を

見
渡
し
ま
す
と
、
整
備
状
況
に
隔
た
り
が
あ

る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
こ
う
し
た
地
域
の

要
望
を
吸
い
上
げ
る
た
め
に
は
、
こ
れ
以
上

の
削
減
は
考
え
も
の
で
す
。
そ
こ
で
、
定
数

は
「
16
人
」
が
妥
当
で
は
な
い
か
と
考
え

ま
す
。

賛成
飯田良助議員

　
私
は
議
員
定
数
を
減
ら
す
必
要
は
な
い
と
い

う
考
え
が
あ
り
ま
す
。
過
去
の
特
別
委
員
会
に

お
い
て
は
、
意
見
を
す
り
合
わ
せ
し
、
中
間
を

と
る
な
ど
、
全
体
の
意
見
を
ま
と
め
て
決
め
て

き
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
本
来
は
全
会
一
致
で

発
議
す
る
も
の
と
考
え
ま
す
。
賛
成
者
の
数
が

多
い
と
い
う
だ
け
で
決
め
て
し
ま
う
や
り
方
に

間
違
い
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

賛成
椎名義光議員

発
議
案
14
人
を「
16
人
」に
修
正
案
提
出

広
瀬
弘
二
議
員
他
１
名
か
ら
提
出

議
員
定
数
を「
14
人
」に
！

柳
下
清
議
員
他
８
名
よ
り
発
議
案
提
出

修正案「定数16人」に対して討論

　

議
会
で
は
、
行
財
政
改
革
や
分
権
型
社
会
が
進
む
中
、
多
古
町
の
現
状
に
見
合
っ
た
議
員
定

数
に
つ
い
て
協
議
す
る
た
め
、
平
成
21
年
９
月
か
ら
、
議
員
全
員
に
よ
る
「
議
員
定
数
等
調
査

特
別
委
員
会
（
柳
下
清
委
員
長
）」
を
設
置
し
、４
回
に
わ
た
り
調
査
研
究
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
に
お
い
て
も
同
委
員
会
を
開
催
し
協
議
し
、
現
在
の
定
数
「
18
人
」
か
ら
、
１
人

減
の
17
人
へ
、
２
人
減
の
16
人
へ
、
４
人
減
の
14
人
へ
削
減
す
る
意
見
な
ど
が
出
さ
れ
、
協
議

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

【
こ
れ
ま
で
の
経
緯
】


